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２
月
に
︑
ロ
シ
ア
軍
が
︑
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
︑
破
壊
と
殺
戮
を
繰
り
返

え
し
て
お
り
ま
す
︒
緒
戦
で
は
︑
ロ
シ

ア
軍
が
︑
首
都
キ
ー
ウ
近
郊
ま
で
迫
り
︑

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
約
��
％
を
制
圧
し
︑
全

土
に
拡
大
す
る
勢
い
で
し
た
︒
そ
の
後
︑

戦
況
は
︑
一
転
し
ま
し
た
︒
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
国
民
ぐ
る
み
の
抵
抗
と
西
側
諸
国

の
軍
事
支
援
で
︑
侵
攻
が
拒
ま
れ
︑
損

害
も
大
き
く
︑
士
気
の
低
下
︑
兵
站
の

不
備
な
ど
が
露
呈
し
て
き
ま
す
︒
ロ
シ

ア
軍
の
制
圧
の
動
き
は
︑
約
��
％
に
押

し
返
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒

　

戦
争
の
行
方
は
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
・

南
部
で
の
攻
防
戦
が
︑
カ
ギ
を
握
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
︒

　

ロ
シ
ア
が
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
な

広
大
な
国
を
制
圧
す
る
た
め
に
派
兵
し

続
け
る
こ
と
は
︑
ロ
シ
ア
の
国
力
か
ら

見
て
も
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒

対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
︑
祖
国
の
た

め
に
戦
う
国
民
の
気
概
が
あ
り
︑
戦
意

も
十
分
で
す
︒
西
側
諸
国
の
結
束
は
強

く
︑
情
報
提
供
や
武
器
弾
薬
な
ど
の
軍

事
支
援
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

自
由
と
民
主
主
義
と
法
の
支
配
を
﹁
価

値
﹂
と
す
る
民
主
主
義
陣
営
と
力
に
よ
る

一
方
的
な
現
状
変
更
を
企
て
る
強
権
国
家

の
対
立
で
︑
両
国
と
も
引
く
に
引
け
な
い

状
況
で
あ
り
︑
長
い
戦
争
と
な
り
そ
う
で

す
︒
し
か
し
︑
民
主
主
義
陣
営
の
経
済
制

裁
が
効
い
て
く
れ
ば
︑
ロ
シ
ア
の
国
力
は

徐
々
に
削
が
れ
︑
ロ
シ
ア
の
企
て
は
︑
破

ウクライナで起きたこと
ヨーロッパで戦争が始まりました。



　

私
の
一
日
は
S
N
S
で「
早
安（
お
は
よ

う
）」と
呟
く
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。国
際
交

流
協
会
で
主
催
い
た
だ
い
て
い
る
中
国
語
講

座
に
通
い
数
年
、先
生
方
に
し
っ
か
り
基
礎

を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
陰
で
基
本
的
な
会

話
も
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、今
で
は
と
り

わ
け
台
湾
の「
布
袋
戲（
ポ
テ
ヒ
）」を
通
じ

て
台
中
韓
比
の
友
人
と
S
N
S
で
交
流
し

て
お
り
、親
し
い
上
海
の
友
人
に
至
っ
て
は
訪

日
の
際
に
食
事
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、つ

い
先
日
華
僑
の
友
人
も
愛
知
迄
会
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。時
に

は
布
袋
戲
が
共
通
の
趣
味
だ
っ
た
為
に
、台
湾
の
俳
優
さ
ん
と
S

Ｎ
S
で
会
話
す
る
機
会
す
ら
あ
り
ま
し
た
。今
や
Ａ
Ｉ
翻
訳
機
能

も
あ
り
ま
す
が
、相
手
の
言
語
を
用
い
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
気
持
ち

を
伝
え
交
流
を
図
る
の
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
を
実
感
す
る

日
々
で
す
。

　

ま
た
、協
会
の
台
湾
交
流
派
遣
事
業
と
し
て
訪
れ
た
台
北
市
迪

化
街
の
歴
史
あ
る
永
樂
布
市
場
の
上
階
を
次
世
代
の
若
者
へ
挑

戦
の
場
と
し
て
開
放
す
る
試
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
、古
き
を
護
り

新
し
き
を
受
け
容
れ
る
姿
勢
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
、S
Ｎ
S
然

り
実
社
会
で
も
思
い
遣
り
を
も
っ
て
次
世
代
に
交
流
の
機
会
を
受

け
渡
す
の
が
い
か
に
重
要
か
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
を

可
能
に
す
る
ツ
ー
ル
の一つ

が
言
語
だ
と
海
外
の
方
と

接
す
る
度
実
感
し
て
お
り

ま
す
。そ
し
て
就
寝
前
S

Ｎ
S
を
閉
じ
る
時
、遥
か

海
の
向
こ
う
の
友
人
達
を

想
い
、コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
再

び
会
え
る
事
を
祈
り
な
が

ら
こ
う
つ
づ
り
ま
す
。

「
晩
安（
お
や
す
み
）、天

見（
ま
た
明
日
会
い
ま
し
ょ

う
）」

視
野
と
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る
外
国
語
講
座
、皆
様
も
受
講
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

※
注
令
和
4
年
度
中
国
語
講
座
は
、受
講
者
が
定
員
に
満
た
な
い
た
め
、開
講
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

私たちの
国際交流
熊之庄　田本 直子

　ウクライナでの戦争で、故郷を追われたウクライナの人々
は１３００万人を超え、総人口の４分の１を越えています。戦
争が一日でも早く終息し、ウクライナの人々が平和と安寧の
日常を取り戻すことを心から待ち望んで
います。
　ヨーロッパでの戦争を、遠い国々
で起こっていることと、目を閉じ、
耳を塞いではいけません。私たち
の戦いでもあるのです。
　今、私たちでもできることを考えてみましょう。ウク
ライナの人々に私たちの「熱い連帯と支持の心」を
届けたいと思います。
　4月から緊急募金キャンペーンを実施しています。

SNSで交流
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5月31日までに、義援金162,322円が寄せられました。
この義援金は、国連高等難民弁務官事務所（UNHCR）に
届けました。

　皆さんのご支援により、故郷から避難を強いら
れたウクライナの人々を保護し、安全を守る

援助活動につなぎます。引き続き、
募金キャンペーンは継続して実施
します。皆さん、よろしく、ご理解
ご協力ください。

市役所西庁舎・東庁舎１階
その他 公共施設

 募金箱設置場所

綻
し
て
い
く
で
し
ょ
う
︒

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
︑
世

界
秩
序
に
歴
史
的
な
転
機
を
も
た
ら
し

ま
し
た
︒
ロ
シ
ア
は
北
大
西
洋
条
約
機

構
︵
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
︶
拡
大
を
阻
止
し
よ
う

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
ま
し
た
が
︑

皮
肉
な
こ
と
に
︑
そ
れ
が
裏
目
に
出
て

し
ま
い
︑Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
強
ま
り
︑
民
主
主

義
陣
営
は
結
束
し
ま
し
た
︒

　

北
欧
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
︑
２
０
０

年
に
渉
る
伝
統
的
な
中
立
政
策
を
放
棄

し
︑Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
︒
ロ
シ
ア
と
国
境
を
１
３
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
接
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
︑

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
足
並
み
を
揃
え
て
︑Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
申
請
を
し
ま
し
た
︒
加

え
て
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
︑
軍
拡
に
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
換
え
ま
し
た
︒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
の
経
済
大
国
ド
イ
ツ
が
︑
軍
備
増

強
に
方
向
転
換
し
︑﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
自

ら
防
衛
す
る
﹂
と
の
機
運
が
急
激
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
︒

　

日
米
欧
を
中
心
と
す
る
民
主
主
義
陣

営
と
ロ
シ
ア
や
中
国
な
ど
強
権
国
の
対

立
は
先
鋭
化
し
︑
世
界
の
安
全
保
障
体

制
は
一
変
し
て
︑
力
で
対
峙
す
る
時
代

に
逆
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

　

今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
き
て
い
る
こ

と
は
︑
明
日
の
東
ア
ジ
ア
の
姿
で
も
あ
り

ま
す
︒

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
︑
私
た
ち
日
本
が

直
面
す
る
国
際
環
境
の
現
実
を
冷
静
に
見

つ
め
直
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
︒



各種　　　　　　　　　　　　　等は下記までお願いします申し込み お問い合わせ
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文化庁　
令和４年度　地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業を活用しています。
（愛知県　令和４年度 地域日本語教育推進補助金）　

　　

協
会
は
多
く
の
人
と
交
流
し
世
界
に
繋
ぐ
夢
と
希
望

を
拡
げ
る
た
め
、国
際
交
流
の「
場
づ
く
り
」、国
際
交
流

の
担
い
手
と
な
る「
人
づ
く
り
」、国
際
交
流
を
活
用
し
た

「
地
域
づ
く
り
」、「
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り
」な
ど
、《
市

民
が
主
役
》と
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
、北
名
古
屋

の
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
協
会
を
め
ざ
し
て
い

く
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
、協
会
の
活
動
は
、市
民
参
加
と
オ

ー
プ
ン
な
運
営
を
基
本
に
、ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
、企
画

運
営
、実
施
に
至
る
ま
で
、す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
の

力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。特
に
、今
年
度
の
重

点
は
、多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
外
国
籍
市

民
へ
の
地
域
日
本
語
教
育
支
援
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
。

・
第
１１
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
国
際
交
流
の
場
と
し

て
、《
第
11
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》を
開
催

す
る
。「
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
観
て
、知
り
、食
す
」を
テ
ー
マ

に
、食
と
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国

の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
市
民
手
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

溢
れ
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

名
古
屋
芸
術
大
学
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
の
国
際
交

流
の
場
と
し
て
、芸
術
教
室
を
開
講
し
、国
際
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
国
際
感
覚
を
育
て
る
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
派
遣
・
受
入
れ
）

　

北
名
古
屋
市
と
所
縁
の
あ
る
韓
国
務
安
郡
、ア
メ
リ

カ
・
グ
ア
ム
、台
湾
台
北
市
大
同
区
等
と
の「
市
民
が
主

役
」と
な
る
草
の
根
の
国
際
交
流
の
実
現
を
め
ざ
す
。東

ア
ジ
ア
で
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の
理
解
を
深

め
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
い
で
い
く
。

・
外
国
語
講
座

　
一
般
市
民
を
対
象
に
、韓
国
語
１
コ
ー
ス
、中
国
語
１

コ
ー
ス
、英
会
話
２
コ
ー
ス
の
３
か
国
語
４
コ
ー
ス
を
健

康
ド
ー
ム
で
開
講
す
る
。

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は《
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た

地
域
づ
く
り
》事
業
で
あ
る
。運
営
企
画
会
議
で
北
名
古

屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
企
画
提
案
す
る
と
と
も
に
、開

発
提
案
し
た
産
品
等
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
っ

ち
ゃ
ん
」を
活
用
し
て
、普
及
啓
発
す
る
。

・
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ
ラ
ム

　

S
D
G
ｓ
は
、2
0
3
0
年
ま
で
に
達
成
を
め
ざ
す
、

貧
困
や
気
候
変
動
な
ど
地
球
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け

た
国
際
社
会
の
共
通
目
標
で
、2
0
1
5
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
た
。地
域
で
の
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
啓

発
・
普
及
す
る
と
と
も
に
、S
D
G
ｓ
活
動
を
地
域
づ
く

り
に
つ
な
い
で
い
く
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
域
と
外
国
籍
市
民
と
の
共
生
を
め
ざ
す
多
文
化
共

生
社
会
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
域
日

本
語
教
育
推
進
事
業
と
と
も
に
実
施
す
る
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
一
般
市
民
を
対
象
に
、国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、《
世

界
を
知
る
シ
リ
ー
ズ
》、《
国
際
貢
献
シ
リ
ー
ズ
》、《
国
際

交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
地
域
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
》な
ど
の

講
演
会
や
ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
す
る
。

・
広
報
戦
略
事
業
の
拠
点
づ
く
り

　

北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ラ
ン（
外
国
人
向
け
）を
実
現

し
て
い
く
担
い
手
は
市
民
で
あ
る
。《
市
民
が
主
役
》と
な

る
広
報
の
拠
点
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
協
会
に

整
備
す
る
。広
報
戦
略
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
推
進
母
体
と

し
て
、市
民
参
加
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も

に
、外
国
人
や
外
国
籍
市
民
に
よ
る
広
報
市
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
す
。

・
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方
式
）の
活
用

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た「
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
」（
北

名
古
屋
方
式
）を
活
用
し
て
、「
地
域
の
こ
し
、地
域
づ
く

り
、地
域
み
が
き
、地
域
じ
ま
ん
」を
発
信
す
る
。協
会
の

活
動
や
催
事
、各
種
講
座
等
の
案
内
、会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
、市
民
の
草
の
根
の
国
際
交
流
活
動
等
を
紹
介

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
も
活
用
す
る
。

・
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
来
訪
す
る
市
役
所
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、案
内
窓
口

な
ど
に
74
か
国
語
通
訳
翻
訳
機
能
機
器
ポ
ケ
ト
―
ク
を

配
置
し
、外
国
語
支
援
す
る
。

・
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
文
化
・
習

慣
・
言
語
な
ど
の
違
い
か
ら
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に

考
え
、問
題
解
決
に
導
く
た
め
に
支
援
す
る
。外
国
人
や

外
国
籍
市
民
を
一
般
市
民
と
す
る
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
体
制
の
構
築
を
め
ざ
す
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　
「
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
」と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
連
携
さ
せ
、協
会

活
動
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
報
告
、広
報
P
R
を
推
進
し
、幅

広
い
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
す
。

・
会
報
発
行

協
会
の
活
動
や
催
事
、各
種
講
座
等
の
案
内
、会
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、市
民
の
草
の
根
の
国
際
交
流
活
動
等

を
紹
介
す
る
会
報
を
W
E
B
上
の
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
に
、

年
３
回
程
度
発
行
す
る
。

　　

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
、「
生
活
者

と
し
て
の
外
国
人
」の
日
本
語
学
習
機
会
の
確
保
を
図

る
な
ど
地
域
に
お
け
る
日
本
語
教
育
環
境
を
強
化
す

る
。こ
の
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
参
加
と
オ

ー
プ
ン
な
運
営
を
基
本
に
、ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
企
画
・

運
営
、実
施
ま
で
市
民
主
導
を
徹
底
し
、「
市
民
が
主
役
」

と
な
る
国
際
交
流
を
め
ざ
す
。

　

な
お
、こ
の
事
業
は
、愛
知
県
地
域
日
本
語
教
育
推
進

補
助
金
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

外
国
籍
市
民
の
子
女
で
、市
内
公
立
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
を
対
象
に
、週
1
回
、小
中
学
校
で
開
講
す

る
。

・
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

　

未
就
園
児
を
持
つ
外
国
籍
市
民
と
の「
こ
と
ば
の
交

流
」を
推
進
し
、優
し
い
日
本
語
の
理
解
促
進
と
子
育
て

世
代
交
流
を
図
る
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

外
国
籍
市
民
を
対
象
に
、週
1
回
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
講
す
る
。

・
多
文
化
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
域
文
化
理
解
を
深
め
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」を
学
習

す
る
環
境
に
資
す
る
子
育
て
世
代
交
流
を
図
っ
た
り
、日

本
語
学
習
環
境
の
整
備
に
資
す
る
研
修
と
交
流
を
図
る

た
め
多
文
化
共
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

　
５
月
、８
月
と
2
回
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

中
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式（
Z
O
O
M
）を
導
入
す
る
な
ど
、当

初
計
画
し
た
17
事
業
の
う
ち
15
事
業
を
実
施
し
た
。

・
国
際
フ
ェ
ア

　

国
際
交
流
の
場
づ
く
り
と
し
て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出

展
参
加
し
た
。

・
外
国
語
講
座

　

韓
国
語
１
コ
ー
ス
、中
国
語
１
コ
ー
ス
、英
会
話
１
コ

ー
ス
の
３
か
国
語
３
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

　

登
録
者
数
２
１
５
名
。

・
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
域
で
の
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
啓
発
・
普
及
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

講
演
会「
ア
フ
ガ
ン
で
タ
リ
バ
ン
復
権
」を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
実
施
し
た
。

・
広
報
戦
略
事
業（
北
名
古
屋
方
式
）の
拠
点
づ
く
り

・
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方
式
）の
活
用

・
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
来
訪
す
る
市
役
所
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、案
内
窓
口

な
ど
に
74
か
国
語
通
訳
翻
訳
機
能
機
器
ポ
ケ
ト
―
ク
を

配
置
し
、支
援
し
た
。

・
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が
文
化
・
習

慣
・
言
語
な
ど
の
違
い
な
ど
か
ら
抱
え
て
い
る
問
題
を
と

も
に
考
え
、問
題
解
決
に
導
く
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
た
。

・
会
報
発
行

　

会
報
を
年
3
回
発
行
し
た
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

・
多
文
化
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

　

未
就
園
児
を
も
つ
外
国
籍
市
民
と
の「
こ
と
ば
の
交

流
」を
推
進
し
、優
し
い
日
本
語
の
理
解
促
進
と
子
育

て
世
代
交
流
を
図
る
た
め
子
育
て
サ
ロ
ン
を
設
置
し

た
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

　

施
設
が
使
え
な
い
時
は
、リ
モ
ー
ト
方
式
で
開
講
し

た
。

　　　　　　　　　　　
【収入の部】 
負担金（会費等） 　　　　　610,000円
補助金・助成金　　　　　 　 ９,000,000円
諸収入 　　　　　　　　 1,0４1,000円
繰越金 　　　　　　　　　1,0２３,000円
　　　　　　　 計　　　　　11,674,000円
【支出の部】 
事務費 　　　　　　　 　　8,0５０,000円
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費・繰出金等）
事業費 　　　　　　　　 3,５８４,000円
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）
予備費 　　　　　　　　 　　40,000円
　　　　　　　 計　　　 11,６７４,000円
詳しくは協会までお問い合わせください

令和４年度 収支予算書（一般）

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
書

令
和
４
年
度
の
重
点
事
業

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

令
和
４
年
度
事
業
計
画

北名古屋市国際交流協会会報北名古屋市国際交流協会会報

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り

令
和
４
年
度
地
域
日
本
語
教
育
推
進
事
業

計
画
・
収
支
予
算
書（
特
定
財
源
）

令
和
４
年
度
事
業
方
針

令
和
４
年
度
事
業
計
画

令
和
３
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
報
告

令
和
３
年
度
事
業
報
告

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
拠
点
づ
く
り

令
和
３
年
度
事
業
報
告

　　　　　　　　　　　
【収入の部】 
負担金（会費等） 　　　　　485,000円
補助金・助成金　　　　　 　 8,255,000円
諸収入 　　　　　　　　 820,037円
繰越金 　　　　　　　　 　740,702円
　　　　　　　 計　　　　　10,300,739円
【支出の部】 
事務費 　　　　　　　 　 　7,799,977円
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 　　　　　　　　 1,476,946円
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）
予備費 　　　　　　　　 　　　　　0円
　　　　　　　 計　　　 9,276,923円
詳しくは協会までお問い合わせください

令和３年度 収支決算報告（一般）

令
和
３
年
度
地
域
日
本
語
教
育
推
進
事
業

報
告（
特
定
財
源
）

　　　　　　　　　　　
【収入の部】 
補助金交付金　　　　 　 　　２,423,000円
諸収入（利子・受講料等・雑入）　　180,000円
繰入金 　　　　　　　　　2,475,374円
　　　　　　　 計　　　　　5,078,374円
【支出の部】 
補助対象事業費 　　　　4,846,334円
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・需用費・役務費・委託料）
補助対象外事業費 　　　 　232,040円
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・需用費）
　　　　　　　 計　　　 5,078,374円
詳しくは協会までお問い合わせください

令和３年度 収支決算報告（特定財源）

　　　　　　　　　　　
【収入の部】 
補助金交付金　　　　 　 　　２,762,000円
諸収入（利子・受講料等・雑入）　　263,000円
繰入金 　　　　　　　　　2,860,000円
　　　　　　　 計　　　　　　5,885,000円
【支出の部】 
補助対象事業費 　　　　5,５24,000円
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・需用費・役務費・委託料）
補助対象外事業費 　　　 　 361,000円
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・需用費）
　　　　　　　 計　　　 　5,885,000円
詳しくは協会までお問い合わせください

令和４年度 収支予算書（特定財源）

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り
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